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子宮頸癌の放射線感受性に関する研究
第1編　膣塗抹標本による放射線感受性の検討
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ケな数へその原形償内に・・；蝋臆有し，棚軌峯な」曽

　　第1章　緒　　論　　　　　　　　　　　　　　　し，1）apnnicolnOuの染色で濃紫色に染るものなSen一

　子宮頸癌の治療効果llU　l：の為には，早期診断の確立　　　sitization－Reg．Pon．ga‘以胃iマSRと略す）尉示す1｛i1胞と

と共に，各症例に応じた適切なる処殿をとる事が煎要　　　し（写翼1），　此の様な変化は大部分深部円形綿i胞

であることは論を｝｝iたない。子窩頸癌の根治療法とし　　　（Grahani等の分類する塞底細胞）｝こ謝められる事窟

ては，今日手術と放射の2つであるが，その撰択は必　　　述ぺ，同時に本変化を示す細胞の爾分率によりSR　10％

ずしも容易ではない。従来は主として乎術療法の立場　　以上をG‘）od　SR（以下GSRと略す），それ以下をPuor

から癌進行，患者の金身状熊等が撰択の戴llllとされ、て　　　SR（以下PSRと略す）とに大鋼して，これによつで

いるが，放射線療法が手術に匹商気する成績をあげ裾る　　　線感受性及び予後判楚が列能であることを発鞭tた。

に棄つた今日，之だけでは不充分であり，こXlこ機択　　　又放虜ナ線治療彫こよりV－Sに各種の放射性嚢化を来た

の新しいi聾準を確立する必要がある。吾教察において　　　す顯：は周知の事i爽であるが，Grahamは放鮒線治罰寮施

も之に対する種々の研究が行われているが，その中核　　　行患特のV－Sの同一条件の標氷につき縢上劇lll胞

をなすものは癌組織の放射線感愛｛生にあることはいう　　コ00個を観察し，上記放嚇挫変化を示す細胞数が75％

までもない。即ち何等かの方法によつて当該癌の放射　　以上のものをGood　Radiation　Respunse（以下GRR

線感受性の程度を知ることができれば，之によつて療　　　と略す），60％以下のものをPuer　Radiati（，n　Res一

法の撰択は勿論放射線療法を行う上にも配簸，照射方　　ponse（以下PRRと略す）とし，此等の追求によつ

法の決定に大きな寄与を示すことは想豫に難くない。　　　ても，その患蕾の予後雛定が或る程度可能であると述

従つて之に関しては現在各方碕から検討されつxある　　　べている。本邦でも不1川，牧野等の発袋があるが・媛

が，特に最近腔塗抹標本（以下V－Sと略）による方　　　近大塚はRRを放射性細胞効果と呼びその成績につき

法が注目されている。即ちGrahamは治療前の正常　　　発表を行つているが・SRの本態に就ては今日尚不明

縢上皮細胞に於ける細胞変化，及び治療後に発現する　　　の点が多い。

V－Sの変化率から，患蔚の予後推定を行い，充分応用

価値ありと発表している。習が国においても，本法に　　　　　第3牽　実験方法

つき澗川，牧野，和田，中村，大塚等の研究があり，　　　　　　第1節　研究材料並びに採取方法

何れも予後不良推定例に相瓢度の適中率を認め，VTS　　　材料として儒火産嬬人科学教室に入院せる子宮顛癌

に．よる感受性に就き2～3の検討を行い，いさxかの　　　患者及び対照として信大塵婦人科外来を訪れた非癌患

知見を得血ので以下その成績を報告する。　　　　　　　者のV－S．をPapanicolaouの1駅法に従い採取した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2節　標本作製方法

　第2章　Sensi’tization　Response（SR）と　　　　　被検材料な塗抹したスライドグラスは乾燥しない中

　　　　Radiation　Rasponse（RR）に就いて　　　　に95％エチルアルコ　・一ル，エーテル等分液に嗣定後，

　1954年Grahamは治療開始前に正常騰上皮細胞100　　Papanicolaou　E・－A　36染亀の他・時に応じて，ヘマ
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トキシリン・エオヂソ，ウオルター噌ブルーの三霞染　　　　　第1項X線深部照射法

色，或いはギムザ染色法の併用をfi：つた。　　　　　　　　　東芝KXC　18－3型圓1障1用深部治療装騰（200KV，

　　　第3節　縢」：皮細ll包分類法　　　　　　　　　　　　25mA）最近では東芝KXC　18－6型振子ゴ葛光照射装

　V・－SV＝現はれる藤上1婚lll胞の分類には各種の分類法　　　置。

が述べられているが，余は湖ヒ倉の分類な轟労として褒　　　　照射豪件

層細胞，中層細［K11，深κil細鞄の三｛㈱｝こ火別し，爽層細　　　　瞥貸1圧18（，KV，濾過‘〕．5Cu＋0．5Alρ1箱lli層1，1mm

胞を更に5種即ち，ン乏層大核細胞，核濃縮移行核｛llll胞，　　Cu，管電流15mA，　FDA（簾点回転軸【llj距離）50cm，

頼粒細胞，角化＄jll胞に分類し検ll書を行つた。（図1）　　　軸照射！1！’｝4x8～5　x　10，偏心度3～5cm，ユ側の1帥版

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　角度22（】°で，深部堀は両側乃LE片側に行った場合σ）ri：1

　　第咽　　　　　　　　　 心繍糧・を水・ア・1’　一一一・による瀧働ら’pa：Nl　ly

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　た。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第£項　Cout｝諏隔照射法

　　　魚化紬胞　　　　　’　　島津ST・。・囎，線　・il・…，1・。C最近では3（・しG，

繍韻晒／◇　騨撚1羅；熱；搬螺f

鱗翻包○（）　　誼饗1騨欝機穫繍轟濃欝

　　輔細胞燈）◎　　　蒐灘滋謹器嘗r謙讐鐡謙；
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　示したものをPRRとした。

　　　潔層翻胞　⑨　◎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第4章　実験成絃

　　　　　　　　（正常陸上皮細胞分類）　　　　　　　　　　　第1節　SRに関する研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第1項　非癌患潜のSR

　　　第4節　当敏窯に於ける放射線療法　　　　　　　　SRは正常膣上1支細胞に於ける変化であるので，先

　当教室に於ける照射療法としては，X線回転照射，　　　づ非癌患者のV・S中に於けるSRにっき検討した。

Telecobalt照射・Co6｛｝直接照射の単独或いは併用療　　　即ちSRを示す細胞が非癌妬｝人に於てぎの程度に存在

法を施行しているが，その照射概要は次の如くであ　　するかにつき非癌113例に就き検討した結果は第1表

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の如くである。

蓑1　　　　年令別にみたる非癌婦人の細胞種類及びSRの分布
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　表の如く先つ年代別では年令の増加と∫1・にSR変化　　　（1096以．ヒ37例，9，9％以曽ド86例）平均SRで4薩癌8・

を示す細胞の増加傾向が認められ，40才を境いとした　　　8％，訓癌2．6％と頸癌｝こ醐い傾向を誌めたo

場合には，その平均SRは有意の差が認められぬが，　　　　2．）40才及び50才を境いとして1｛三成績を1「に検討

50才を境いとした場合には50才以上に有意の1曽加が認　　　すると第3・4蓑の如く，細胞分布に於ては管”llの亀

められた。これはSRを示す細胞が幾κ・？穴核細1胞以下　　　異を認めないがSRの分布に於ては，何れも頸癌に高

の比i陵的深部細胞Vこみられ，此等深出儲II1抱が年令と共　　殖寡示す傾向力～認められた。叉頸癌患判’昭くに於ても

に増加するIr等が主因と考えられるが，しか1．ttその出　　　39才，黛いは49才以下では40，F又は50才以」：に1｛二して

現度に関してSRの最il」値は31・｛〕％でεらり，10％以上　　　平均SRの竹霞いが低値る1≒し，年令とSRとのll，1：には

を示したものは9例（8．Q％）で，火タ数の例は5％以　　　閥連性があるものと考えられるn

下であつた。　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　3）癌患脅の閉経前後に於ける細胞種類及びSRの

　　　　篇2項　子宮頸癌患斬のSR　　　　　　　　　分席に関しては第，炎に示す如く，中層以下の細肛llは

　前項の成績で1ド癌患’，M・v：於てもSRヵ認められたが　　　増加し，平均SRに於ても高値な示す傾向な，L謀めた。

艦賭につき瀦桁試み姉、裸は以1ドの如くであ鰹、。　1・1上からSRは年伽黛いはホル‘t：’ン・と関匹累があるa．，の

　コ）　子’11鎖癌出者12a例C：平均年令rJO，9’；1つの細胞　　　と考えら；｝しる。

種類及びSRの分布では蒋2海の如くで，これを非癌　　　　4）　進行JVJ別による和「1胞種1頭及びSRの分布は第6

例103例の成績と1’1二較するに（平均でi輪・当4．3扮糸1【1胞　　　ラ’ミの如くで，t－一・一般崎鮨』口lllが進trに従い，　SRが増加

纏ゆ分布に於て多少数血lllを異にするも1智同五肋傾　する傾向噴ご示しJ！防その・陶｛1櫓及0ε平均SR　I対

向を示し・SRの分布では噸癌例に高li藍1のものが多く　　期21例（平均fi’令45．7：才），平均SR　3，3％，1［期58例

　　　　騰1　1鷹細・1包睡・隙欄1嘲繍椥離尉睡・細幽ヒkih胞岬均

顛墨者・2315…i・・（・・）脚…1…（鵠5・・㈹23・・働・・2殉・・8

　　褒2　　　　　　　子7蠣輝患者及び非癌婦人の剰［鞄魯R類及びSRの分布

＿一＿．＿＿＿＿＿一．1騨1・　！．＿＿、＿＿　　1　し鴨　劃．　』｛乳＿1　細胞　II飽　　糸m　　．．　　’　lS　R

非癌婦人　　103　　44，3　13．0（（）．7）　3．iL（1．0）13．9（0．7）　64，3（0．3）　2i，3　　　2．7　　ユ，4　i　2、6

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（）内はSRを示す

袈3　　　　子宮頸癌患者及び非癌嬬人の40才を境いとした細胞樋類及びSRの分布
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　22．0　　　2．1
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2LO　1　3．0
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（）内はSRを示す

平　均

S　R

0，4　　　4．1

1．8　　　2，1

0．1　　　9．3

1。2　　　2。9

表4　　　　子宮頸癌患著及び非癌婦人の50才を境いとした細胞種類及びSRの分布
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衷5　　　　　　　　　　閉経期前後における細胞櫨類及びSRの分布

．＿…一遡腹魁蟹11鰍蝿坦魁縦懲．［灘鞭1篇濃細願粒細1包1角化細胞1音饗

閉経前　　53

1～2年　　　5

2～3向読　　1｛〕

5　｛F1⊇《卜：　　　55

43・211・1（0・4）

49・8 P°・2（0・2）

5L4　i3・6（〔】・7）

64，7　12．2（〔〕．6）
・4．，・（，．，）11、．。（，．1）i、6．6（、．8）］・、4，．9（。．1）1。．3、、1
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14。8（7．0）

tL8　（1．5）
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5（，．9　（j．4）
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55．4　（【）、7）
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　　表6　　　　　　　　進行期別の細胞種類及びSRの分布

．遡凱紳甥令瞳纏1趣・脚瞭触腱！1禰1羅瓢嚇1・・幡川胞i雛
　　　
I　l　2蛮

1［　　　58

1皿　　　36

1sr　1　8

45．7

50．8

52．6

56．0

1．、（。．、、i、。．3（，．5）！、．、（、．，），、．，σ．，）12L、（，．1）

，．。　i17，。（、．，）i15．，、（，．，畑，（，．D　5，1、（。．，）

1：1，1蹴港1：齢1麟雛謙1 2，4

1，1

0．8

1），5

（）内はSRを示す

0，2

0。2

0．2

0、1

3，3

8．8

11，3

10，5

（平均年令50．8才），平均SR　8．8％，　III　IVjの36例（平　　　　（μ）1だに最近取複されているC・P・L分類に就ぎ検

均年令52．6；扮平∫均SRはIL3％であった。此等の結　　　索した34例にお配㌃るSRとの関係に就いては第δ嚢の

果は癌の進行度が准むに，従い変性像を鑑する細胞｛」漸　　　如くで両麟の階】には特別なる一定の関係を見出す事ほ

時増加するものと考へられるが尚他の閣子も非常に関　　　li｝懸なかつた。

与するものと考へられる。

　5）SRと組織学的所見　　　　　　　　　　　　　　　　第8嚢　　CPLとSRとの関係

　癌の組織営的所見と線感受性或いは予後の問題に関

しては今日1迄多くの研究が行はれているが，著i者がS

Rとの関係につき検討した結果は，（イ）91例の成糸融よ　　　　　30

第7褒の如くでsGSRは33例，　pSRは58例で，末熟

型，中間型にGSRが比鮫lf勺多く、成熟型ではPSRを

示すものが多い傾向を認めた。又腺癌は1例であつた

がPSRを示した。組織学的所見のみより，その線感

受性等を云々する事の危険性に就ては現在迄多くの報　　　　　20

告のある所であり，特に賭の予御こ関しては儲自　sR
身の生体反応その他が関与する刃｝；は勿論であるが，局

断的変化のみを間題にする時にはSRと組繊学的所見

との関係は‘‘Bergonie－Tribondeauの法則から細胞

変化の多少は腫瘍自体の放射線感受性を炎朋している　　　　　　1。

かの如き感あり，，とする大塚と同様の傾向を認めた。

表7　　　組織所見とSRとの関係　　　　　　　　　　　　S

組織所見1例数i・・RiPSR

劉焔黍繍釧、lill　　Q㌣∫｝し響皿
成鯉、22，釧・

o ■

30

…。
o　　　　　　o ●

ユ∫

■ o
o ●

20

■ ● ●

15
o ● ●

趣　． ■　　　． ‘◎

lo
輌　一　　鱒　　層　　一　　一　一　一　r 一　｝　　刷　　｛　　脚　　瞬　　一　　r 一　　　旧　　聯　　　備　　　禰　　一　　一　　一

■

5 ・　　　o o　　　・ ●　　　・

　　　　o
｡　　　　　　　o 0　8 o

●　　　● o　　　● ●
　　　　　　　9■．　　　　◎

名2　　3 騒　　　ψ

』　　　狸L．1i－91L　　6）SRとリソ・囎購と醐係
計　　　　1　91　1　33　1　58　　　　GrabamはGSRの際には放射線療法によるぺしと
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する根拠の一っとして照捌の有無によるリンパ節転移　　癌の翻織学的標本に於ては，時に空胞変化を米した希ilI

鍍の消長を採りあげているカミ，余の術醐閣伽1　胞力認められるが，繍蔽学柳槻と＄Rとの関勲、展

（22例）と非照射群（52例）とに分け，観li、ξした糸ll果　　　はC・P・L分類では一一定の傾i‘IP勉乱出し得なかつたが，

は第9’10表の如くである・　　　　　　　成、，｛い剛，朱成熟に分類｛し検討し繍楳では，（｝SR

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はr国掲L米成熟憂こ多く，此の点興味探いものがある。

　表9　非照射例におけるSRとリンパ節転移　　　　　Grahamはlll！翔施行，照射末施行例の1，：・パ節転移1川

　　＿．．ζ墾懸＿＿一一一一．．tttttt－ttt－一一一一．＿＿．一．一．．一　凝SRと曜1融りGSRの藤描訓】しているが，

SRl・・9％1・圷i1・96以上　齢1：鰍徽i－1・j’・・噸と思はれる．既より…翻1儲

進行釧ri坤皿
f「yil　　　　　数　 l　g　i　29　i　4

　　　　　ヨ　　　　　　ヒ　　　　　　ロ

転移例1317io
街分率錫　　　1

計

42

10

23，8

山山皿言：ド　の＄R嚇：麹就いては轍隅くの棚すべき問
2i4i，」・10　　　題を残しているものと考えられる。

。1，1214　、、21・，　・R，・［賊，襯

1口1。。　　1柳財鵬、。よる欄纈本碗堂轍化
　　　　　　　　　RRの検討に先立ち，先づ各種の放射綜療法にL　，1］：るi｛1葭

　衷10術前照射例に二lsけるSRとリγパ節転移　　　　癌愚薪グ）V－Sの変化に就き観禦な行つた。此等

．＿＿＿鍵願　　＿、．一＿　　　　　各種の放蜥泉，掬艦II等により麟掠繍｛・｛所見に．1糊

・R」…蜘摂職以’ili　・・難の・［、ず轍・㈱・舷嚇てお・，（，1｝・’・h・一一

進　行　期

例　　　数

転移　例
百分誰％

1

5

，1

1［

5

：L

lll　計　1

2　12　　0

2　　4　　｛〕

　i33．3

［

6

｛｝

…11階ド　m艦晩して＊　liil；でも棚沖村・一・f皇融獅瀦を

　4　ユ〔｝　　　みている。余の成績も従来の帳告と大難なく，先づ月三

・昌　柵蜘刷艇｝よ繍胴館より紗明・嚇る
　　ll〔｝．t）　　が1先♂14層r卜1層細1抱に．その変化靴認め，やX湖tlて

　　　　　　　爽層細撫に蛮化の出理を1認める。その溢要購見は肥た

　第9衷に示す如く非照射群のPSR　42例rl・転移陽｛ご｛、　　（I」翼2），｝1胞滋化C鎧1：3，4，5，6），染色姓低

例は10例（23．　8％），GSRでは10例中4例（40％）で，　　下，多核化（ノ真7）、）形化，核饗化（写翼8），白

術前照射群22例に於ては，褒mの如くPSR　12例pl，i　4　　　漁隙の綱胞内侵入（∫蝋9）ぐ夢である。癌細胞ては正

例（33・3％）．．GSR　10例中1例（10％）であつた．t　・　常腔」皮細胞よOその変化が藩明員敏感であり，放射

Grahamも同様な戒績を発蓑し，特にGSRの照身1例，　　姓変化は極めて」”t　］’期より出現する傾向がある。即・ら粛

非照射例に著明なる隆移養があるl／i：はGSRを示すも　　　嬰変化駄上甜諸変化と略同様であるが，一般に稗臓は

のs放射線感受性が良好であることを物｝るものと述　　　強く，父治療の進行と共に漸次癌糸田胞の消墾を来すた

ぺているが，しかし余の成績で照痢’，非照場寸例を合算゜　めその変化の観察し得る期間は短期ll，11であるものが多

検討する時には，GSR　20例中5例（£5％），　PSR　54　　い。確かに畏期に亘る糠瘍細胞の存続は照射効果の無

例中14例（26％）と略同様の縣移率を示し，又小転種　　　効ひいては放射線感受性の点にも言及し得るが，大多

巣では或る程度の線徽により破壊，消失する事は考え　　　数の例に於て照射の比較的早期に（特にCO｛IO芭接照

られるも，大賦移巣では容易に癌病襯の消失がみられ　　　鮒に．於ては）消失する事は観察の対敏として：弔都合な

ないと云う従来の報告よりして』 烽frahamの絶は今　　　点多く，此の点長期に颪り観察可能であるGraham

後尚慎重なる検討を要するものと考えられる。　　．　　　等の1ド悪性上皮細胞を対象とする力法の方が載る程度

　　　　第3項小　 括　　　　　　　　　　　確輿でありi霞i癌患噺の『F後推定の力諾去としては良法と

　SRが所謂Graham等の云う藁底細胞Basalcel1等　　　考えられる。

の比較的深部の細胞にみられる欝からV－Sに於ける　　　　　　第2項　各種放射線による膣内細胞の変化

細胞分布を検索した結果は従来の報告と同様に深部細　　　　　　　　　推移

胞出現率は大体年令の増加とともに多くなり，逆に裳　　　　　（1）　レ線照射にょる細胞変化

層部の細胞は減少する傾向を示した。従ってSRの値　　　（A）正常細胞

いも年令の増加と共に上昇するものと患はれるが，し　　　前項で述ぺた如く照射変化は一般に深部細胞から認

かし非癌患者に比し高億を示す：事は単に年令のみでな　　　められ，早い例では深部量250rより，平均500γ前後

も穂者における癌の発育談症・・トルモ・等が関　から各種の照射｛鍍化が現れる。照躰ll変化は先づ染

与するものと考えられる。此の事は進行期の進むに従　　　色性の変化より始まり，750r前后から特に著明な変化

いSRの平均出現率が増加する事よりも推測される。　　　を紹めるに到る。異？i，核分裂像ei　leOOT以上に濾めら



1960・1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　153－（153）
れることが多い。衷層細胞の変化出現は深部細胞より　　　　　　表11　RRと組織学的所見との闘係

　（B）蕪綱包　　　　　　　　　　　　未熟型　6　　2
が瓢惚1灘搬烹゜鵬縞ll撹1誰総響　　　震難劃l　l

500γでは萸にその変化は著明となり，核の望註胞形成，

糊包！旺購も’部に認められ・1°°°γ以」・では鋤lllは懲の繍と同胸V－S曜化餉嬬めた。

胞曙増翻められ漁｛纏成も樋て翻と’t・…，・　G・既・RR醐・繊女嬬められた湘榊蜥

轡田胞の懲に関して・凱・嫉伽よ・欄麟　∫琶に於・繍型鮒棚。G・・。姉融認め

力伽ら泌が，搬に原発灘鞍離苔珊r靴　た。
始踊と共噛附る　・二媚め・そ麟は勤存一電随る　　簾3節SRとRR醐係

が冷例鵬綱急1に放射腋化がi・iz・t！Y．）られた・　　・7伽蹴きS陛RRとの関勲麟し燃継購

　　（2）テレ・バルトi〔㈱　　　　　　12爽・・姻でGSRを万・、す4、の24イダll，1・，　GRRを示す

　il三常細胞の照削変化ば殆ど前述のレ線照射と変りな　　　ものL9例（79．2弾）PRR　5例（20，8％）で，　PSRを

いが，矢蜘）1糊1から灘躰のlr障変化が及び50（噸　示すもの23例では，　GRR　6例で（26．1％）PRRユ7

から染色性の変化が始り空胞形峨，細胞II巴火がおこり　　　例（？3．9％）であった。以』よりGSRを示すもので

1000γで変化著鵬なり・弓飢・購f変化は150。γ［劉か　は，GRRとなるも・）が，又PSRではPRRを示すも

ら1土睨する。測鱒細胞に於てはlooOγ頃から変化が硝　　　のが一般的に多く，此の点SRとRRとの問には戴る

硝明となり・強い変伽’2（…γ以上に起つた．即ち　醸の融性が認められた。

1007’1立から照射変化を，1死，・”OOrでll－・蜘麺変化を

1°0°γ以上に於いて柵1｝酬膿化赫した・　　　灘　　SRとRRとの関係
　　（3）　Cou｛｝藍〔4妾旦藁殉rj・浬ξ　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一一一t－．一一一一・「・『・一一一・一一一…・・一…一一・一一一一ii・・．・．一．・・一剛・一・一一『一・一…一一・一

　Coo｛〕嵐接照射のV－Sの変f【1は．ヒ記二種の場合より　　＿登璽．、＿

徽が強いことは勿論である・C・“°40・～600m・hか　GSR

らその照射変化が開始し，その租度は1000mch照身｝

後から梢々著明となり200〔｝mch以上では増々強くな　　　　PSR

る。

例　数

　24

23

．＿聖旦一塑雛1墜⊥戸勲1穫

　GRR　　　19　　　79，2
　PRR　　　 5　　　20．8

　GRR　　　 6　　　26．1
　PRR　　　　　17　　　　　73。9

然しC°｛3°醐㈱の際剛三意すぺき・とは照琳　　尚イ堵表的症例のSRとRR赫すと次の如くであ

難する；獺恢白齢鞭あつてド度之灘睨する　る。㈱2．3図）

と欄包数が急灘低下する・殊に癌細胞の眠徽少　　第4節SR，　RRと予後との関係

する、時には消尖することがあり，為に単なるV－S　　　　子寓頸癌患霧の予後に関してぽ5年治癒率によらね

におけ砺繍胞硝勉もつ頓ちに燃の判蹴　ばならぬカい敗野沖札欄の如くセ。＿応SR，　RR

きめることは強くいましめる必要があるの埼鵬細胞　と死亡率との関係につき蹄蝋みた。

の敵嚇1は一”A定しない・　　　　　　　　第1項手術療法鵬のSRと予後との

　　　　第3項RRの出鵬渡　　　　　　　　　関係
　者種放射線療法を安施しtc患齋47例のRRにっき検　　　褒13に示す如く，手徳例57例に於てはGSRのもの

索した結果は以上の如くである。尚SRとの関係につ　　　が25．　O％の死亡率を，　PSRでは19．5％と梢GSRのも

いては次節に於て記述する。47例中GRRを示したも　　　のに高い死亡率を示す傾向がみられた。

のは25例・PRRを示したものは22例であ・るが，治原　　　　　第2項放射線療法患看のSR及びRRと

方式との間には一定の関係は定め難く，又組織学的所　　　　　　　　　予後との関係

見1こつき検索した30例に於て1沸L壊の如く紺櫓こ　表工4に示す如く放射線療法，儲30名｝こ於ては、GSR

多い傾向を認めた。　　　　　　　　　　　　　　　　15例ゆGRR　12例，　PRR　3例で，各々の死亡例は2

　　　　第4順　小　　括　　　　　　　　　　　　　　例つつあり（16，6％，66．7％）GSR　l5例中4名が死

Co°°直接照射，　Telecobalt照射，レ線回転照射で　　亡し（26・7％）。　PSR　15例ではGRRを示したもの
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第2図　　GOOD　RRを添す例　　　　　　　　　との関係も，　GSRのもの鼠死亡率26，7％（・［’／1　r｝）で，

％

翁

翌

箏

　　　　　　　　　Pt，　　　　　　　　　　　PSRの死亡率は60・G％（Dliのであつたが，　GRRと
　　　　　　　　x　　　　　N／　　　　　　PRR醐艦PRRな万莞したものにFV］　e．）かに高v・死
開輻一軸臨一瑚”｝爾一　蝋 @働一一一　　　　亡率を示し興味ある所見と考えられた。　　　　　、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　按

SR’”／7・8購嫉皿　子鰍弓團捌㈱㈱・話や臓法と棚綴
　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法の2つがあり，吾が国に於ては現拍三も相当数に乎術
s°°畑脚2e…“”‘2・・ase’ta°P・4・P・　・y｝　療法繊わ芭細ているが欧粧駄雛力z照轍法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　により治療されているoこれは彼我の尋術々5北の相

第3図　　POOR　SRを示す｛列　　　　　　　　　違，放射綜治療装既の優劣套｛号が関係しているものと思

％

ク5

細
胞
重
イヒ、

率

齢　　鞠　　禰　　脚　隔　削　　一　　帥　　一　禰　　一　　一　　鱒　　膚　　”　　晶　　醐　一　　口

考されるが，実際誇療に際し，殊に個々の症例につい

て手術か放射線か：を選ぶことは棚めて叢嬰日．困難な問

題である。その一般的見解に対しては尚意見の・一至気な

みない点が多い現状であるが，譜引は宿題報告vrM於て

／～＼一一一一一一一pa　　　醐峨択」1し蹴して（1綱進徳量転，（・’）・i！lUt

　　　　S舟’2・0　頸癌5ユ斌　　　　脅の全身状熊・　（3）［踵瘍の放躬線感受性・（4）乎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　術，放射線療法手披の難易等を粥慮勘案し，その療法

　　！°°°2°°°　3ρ゜0（γ）　　1ノ樹を滑べきであるとi鋼している・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」比の中で’も特に放射線憾愛性の問覧廼は癌放射線療法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の根本ななすものと考へられ，こ二れが何等かの力法で
搬．．趣壁禦？騰＿　　予女咄漁ぽ瀞」，紺る刃1隔獣である．伽て

・・例数1死亡締脚％　　・1・撒渤鯛沸く・階灘よつ・拗あげ・
　　　GSR　　16』　　　4　　25．O　　　　　　　れ・今1ヨ迄多くの論謙i研究が行はれている。殊に組織

　　　PSR　　41　　　8　　19．5　　　　　　　像と線感憂挫との関係を求めんとした研究は枚蟻にい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とまなく，Franlcie，　Amreich以下Glticlscsmannに

衷14　　　SRとRRと予後との関係　　　　　　　　到る蓬種々の報告が為されている。然し一般に腺癌億

．．＿＿＿＿＿劉＿」＿一一＿齢勤　獣であるとする程度で諌燦齪なる鰍鵬ら
　　　　　　　　　　　i

蕊…瀦悼ｺ痴凶瞬隔一課　感難醐く，駅破櫛ま分獅盛細翻

GSR

PSR

GRR
PRR
GRR
PRR

1書鴇講　26．・　れていない・

、創初8：81・α・　中獅瓢il農鵬羅警鶴灘鷺：

（1年以上3年未絢　　　　　り得るのみでなく，その予后をも推定し得ると報じ，

　　　　　　　　　　　　　　今日迄Kott瓢eier，　Smith，物野，田淵，大塚等の適

5例・PRRを示したもの10例で各々の死亡数は2例　　　試が行はれている。即ちGrahamは放射線療法時の

（40・　0％）・7例（70・0％）であつた。PSRを示した15　　V－Sの縢内非悪性上皮細胞のS：ill胞質の空胞形成の変化

例中9例（60・0％）が死亡している。以上よりSRの　　　程度から所謂SRを決定し，　SR　IO％以上と（Good

如何にかsはらず，PRRを示したものx死亡率は何　　　SR），　SR　9％以下くPoor　SR）とに大別検討し，線

れも高い傾向を認めたが，今後5年治癒率によつて更　　　感受性及び予後判定の可能性ありと述ぺ更に治療方式

に検討すべき興味ある開題と考へられる。　　　　　　　も木分類で決定LH来ると強調している。即ち放射線療

　　　　第3項　小　　括　　　　　　　　　　　　　　法で治療された噸癌136例中PSR　85例；・1：15例が5年

　SR・RRと予后との検討では先づ手術例57例に於　　　間冶癒（18％）GSR　51例中37例（73％）が5年間治

てはGSRを示したものは・PSRのものより硝々高い　　　癒をみ，一方手術療法｝こ於ける1Q3例の2．5年の戒糸i量1は

死亡率を示した。保存的療法例の30例では，GSRと　　SR　10％以上の23例で9例（39％）SR　9％以下の80例

PSR例は各15例づxであつたが，　SRとRRとの関係　　　中57例が（71％）治癒をみている。本邦に於て眉川，

は・或る程度の関連性を示し・更にSR，　RRと矛盾　　　牧野等は膝上皮細胞に認められる放射性変化として原
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形質内獅包形成，細胞核，原形質の増大，核の搬壁形　　　　癌患轟の予後に関しては患薪自体の生休反応犠r始

成，染色性変化，核境界の不規則化串を挙げ，（1）照　　　め，多くの複雑なる因子の関与する事は当然であり，

射変化極めて縛明なもの予盾良，　（2）極めて変化の　　　SR，　RRは共に現段階に於ては尚或る程度の治療指

少ないもの予盾不良，　（3）多少の変化あるもの予後　　　針を示す場合があるに過ぎないと考へられる。

不定とし，夫等と予優との関係を検討した系「果頸癌39

例で予融61．5％，不良37％の！E確度をf塁｝たと辛晧　　　　　結　論

し，父田淵も体腔レ線照射に際し，　」瓢樹縢都粟欄11　　　儒大産婦入科に来院或いは入院加療せる子宮頸癌患

例，子宮縢部癌16例，再発癌2例に於てV－Sの細胞　　　者123例，非癌患者103例の縢1’1末標木のSR，　RRを

r：的変化を観察して，レ線感受性判定に↑斐立つ事を推　　　観禦し次の如き結果を得た。

論している。更に和田は29例の乎争ド杯fi陸患者の成績　　　　（1）　SRは非癌ク11｝人に比し頸癌拓1｝人に．その出現率

から著明な変化のあるもの予後良として，その16例　　　は高率であつた。その出現捧ζは年令，内分1’必機能組織

中12例が3年以内に死亡，内1年以内に死亡したもの　　　玄胸杓変化，炎症等を始めとして多くの複雑次る因子が

7例，変化不著明の予後不良1凱1では，11例金例死心し　　　関ly．するものと考へられ，本態に関しては尚今援の検

た事より予後不良とするものでは相L’sの信頼度がある　　討を玖する。

と報告している。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　SRとRRとの間には…・窺の関連｛どliがあり，

　以上の様に現在も尚相顯のBr］題点が残されており，　　　GSRを示すものは，　GRRとなるもの多く・又PSR

牲にSRの本態，意義等に関しては未だに明らかにさ　　　の例ではPRRとな為ものが多く認められた。此の点

れていない。SR，　RRでは若しSRに相ミ当の儒頼度が　　　SRの熊度より或ノ程度RRの熊度が予測可能の場合

あれば，治療開始前に或る程度の訓・闘を立て得るTh：よ　　　があるものと思はれた。

り，爾後の治療方針決定に極めて好都合である1・i：は勿　　　　（3）SRと予厨との間にほ，手術例では一驚の関

論であるが，RRも予後の推測と云う点で｝ま大なるll慈：　　係が認められず，照射例ではPSRに死亡例の多いjl：

義を有するものと考へられる。　　　　　　　　　　　な認めた。RRは比較ド1糖こよく予後的なものと一致す

　余の頸癌患者⊥23例，非癌患者103例に関し行つた検　　　る傾向丞ご示し，特に不良例ではその一致率は高率であ

討成績では，　SRは非癌患者に方食・ても認められるが，　　　　つた。

癌患者ではt・…般｝：　tl現率が高く，その出現に際しては　　　（4）然しSR，　R　RはGrahamの欝う如く適格な

年令的，内分泌的要素を始めとして炎症その他の多く　　　る頸癌処置の指針1黛は患者の予後推測法としてtt・maす

の因子が関与するものと考えられた。組織学的所見に　　　るには今剛丘疑問の点が多く，今後更にその本態の究

於て，中間剋，末熟型にGSRの多い癖，更にRRと　　明ど1ヒに慎電なる検討を要するものと考へられる・

鍛｝1膿糠麟RG£雛の轄犠禦卿・・繍井㈱購
い票等の所見は真に興味深いものと考へられる。Gra一　　　終りに臨み，終始御懇篤なる御指導と御校閲の労を

hamは照射の有無によるSRとリソパ節の問題に関　　　とられた恩師岩井教授に心から拝謝すると共に・多大

連・て・・R並びに術欄・有効麟調・駕，欝鶏鴛離欝鵬戦辮翻
余の成績でも同様の傾向を認めたが・推計学的に有意　　力を戴いた教室の各位に対し感謝の意を表する。

差はなく，更に慎重なる検討を要するものと思はれ

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主要文献
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写真　4．

　正常膣上皮細胞照射変化

　　（空胞化）

写真　5．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e．　　　「　　’　　　　　”t・一’
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